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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、家族構造（晩婚化・未婚化、拡大家族化・核家族化、離婚など）の変化と
そういった家族を取り巻く経済的な選択・行動とがどのように相互に関連しているかを明らかにすることであった。本
研究課題では多岐に渡る研究を行ったが、ここで主要な研究を紹介すると、未婚女性が結婚に対する不安を感じ貯蓄を
積み増したこと（暮石・若林）、成人した子との同居は親の満足度に負の影響を与えていること（坂田・マッケンジー
）貯蓄計画を立てる人ほど、借金返済のための借り入れをせず、特に、貯蓄決定者が妻の場合、その傾向が強い、とい
う結果を得ている。（関田）などがある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to analyze the relationship between the 
change of the composition of family members (for example，becoming single and unmarriage, becoming 
extended family and nuclear family, and divorce) and the behavior of family. We did various researches, 
for example, Kureishi and Wakabayashi found that people who are not get married in near future increase 
their saving for precautionary motives because of the function of the marriage of risk sharing. Sakata 
and Mckenzie found that co-residence with a single adult child decreases the life and marital 
satisfaction of Japanese parents. Sekita found that individuals who have savings plan do not tend 
toborrow to pay off debts and the impact is strong especially when wivesmainly decide on savings and 
investments.

研究分野：経済政策、家族経済学、

キーワード： 社会保障　家族経済学　家計行動　応用計量経済学
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１． 研究開始当初の背景 

結婚や家族形成行動の分野において，ベッ

カーが果たしてきた役割は大きい．Becker 

(1973, 1974)によると，家計内生産における

男女の労働の補完性から生じる分業の利益

が結婚のメリットである．もし，結婚のメ

リットが低下すると非婚化や晩婚化が進み，

離婚が増えることになる．以来，結婚や家

族の問題について様々な観点から盛んに分

析が進められている．そのように結婚のメ

リットが低下する状況で家族の役割を経済

学の観点からどのように考えるか，またこ

のような状況下で家族がどのような経済行

動を選択するのか,このことを研究し，政策

に役立てることは非常に重要であると考え

た. 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，離婚の増加や晩婚化・未

婚化といった家族構造における近年の大き

な変化と，家族を取り巻く（特に女性や高

齢者の）経済的な選択・行動とがどのよう

に相互に関連しているのかを明らかにする

ことである．さらにその結果から，法律や

税制，社会保障（年金，医療，介護）にお

ける政策提言へと展開することをも目的と

する． 

 本研究で計画している具体的な経済的選

択・行動は次のものである：(1) 消費や貯

蓄，借入の間の選択，(2) 有償労働と無償

労働（家事，育児，介護，ボランティア活

動など）と余暇の選択，(3) 出生行動のタ

イミング 

 

３．研究の方法 

我々は,家族の相互依存関係を，理論モデル

を使って構築すること，家族の相互依存関

係と経済行動の関係を分析する際に，内生

性の問題を考慮することを重視した.特に，

本研究メンバーは理論モデルに精通してい

るもの，計量経済学の手法に精通している

もの，社会保障や労働経済学，金融論に精

通しているものがいて，家族の多様化に対

応した理論モデルを構築し，精緻な実証分

析を行うことができたと考えている． 

 

４．研究成果 

本研究課題では多岐に渡る研究を行ったが，

ここで主要な研究を紹介すると，未婚女性

が結婚に対する不安を感じ貯蓄を積み増し

たことから結婚のリスクシェアリングに対

する役割を女性が認識して貯蓄を行ってい

ること（暮石・若林）,成人した子との同居

を行っている場合,親の結婚や生活に対す

る満足度が下がっていることから，子ども

と親との同居目的が必ずしも一致していな

い可能性があること（坂田）,行動経済学的

な観点からは，貯蓄計画を立てる人ほど，

借金返済のための借り入れをせず，特に，

貯蓄決定者が妻の場合，その傾向が強い，

という結果を得ていて，計画が重要である

ことから家族の資産管理の重要性を指すこ

とが示されたこと（関田）などが挙げられ,

家族構造において，近年変化があったにも

かかわらず，家族の役割が重要であること

が示されたこと,また経済行動に関しては，

人々は合理的に行動しているケースが多い

ものの，家族の役割に任せるばかりではな

く，政府の役割も議論しなければならない

ことがわかった． 
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